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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 わが国では、二輪車の混在する道路交通状況が一般的であるため、これに関連する交通事故が約3割を占める
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にも関わらず、走行安定性が悪く、道路運用による影響を受けやすく、さらにその行動自体が周囲の交通に影
響を及ぼしやすいといった二輪車特有の走行特性から、その安全対策が進んでいない状況にある。本研究は、
このような状況を背景として、混合交通状態における二輪車の走行リスクを定量的に表現し、そのモデル化を
通して潜在的交通事故危険度の評価を目的としたものである。 
 本論文では、まず、我が国における二輪車の保有および利用の状況とその問題点を整理するとともに、既往
研究のレビューを通して本研究の目的と意義を明示している。 
 次に、二輪車関連事故データの解析から代表的混合交通流を抽出するとともに、特に並走状況から生じる二
輪車の潜在的リスク評価には、既往の錯綜評価手法では十分ではなく、新たな指標を組み込んだ評価方法が必
要であることを指摘している。そのため、路肩幅員の異なる道路及び路肩縮小対策の実施箇所における事前事
後の走行軌跡データを観測・解析することで、二輪車が危険状況を回避する際の心理的負担量を「リスクポテ
ンシャル」として定義し、道路の横断・縦断方向のポテンシャル曲線とポテンシャル許容閾値より導かれる限
界地点によって表現するモデルを構築している。 
 さらに、ポテンシャル曲線のパラメータ推定によって、モデル形状の同定方法と精度について検証した上で、
これを路肩縮小対策実施箇所に適用し、四輪車との並走状況および左折車への追従状況のリスクポテンシャル
を算定し、走行リスクを評価するための手法を提案するとともに、その実用化に向けた発展的課題についても
特定している。 
 以上のように、本論文は、実交通状況の観測データに対する精緻な分析によって、代表的な交通現象の中で、
二輪車が有する潜在的リスクの程度を、新たな概念を用いてモデル化し、これによって実現象の危険度および
その対策効果の評価を可能にする手法を提案している。これらの成果は、今後の交通安全対策の検討のみなら
ず、混合交通の安全な運用など都市交通管理の改善に貢献することが期待されるとともに、都市計画および交
通計画分野の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を
有するものと認める。 
